
































































                                                                 

















































































































































































































                                                                 
10 山口守「巴金の小説について」、『人文学報』第一五六号（東京都立大学人文学部、東京、一九八二年
三月）。 


























































































                                                                 
19 近藤光雄「巴金における自己犠牲の倫理」、『中国近現代文化研究』第一九号（中国近現代文化研
究会、東京、二〇一八年三月）。 




















































































































































































































































                                                                 



























                                                                 
40 『寒夜』の和訳本は以下の通り。巴金『寒夜』（岡崎俊夫、嶌静子訳、筑摩書房、東京、一九五二年
七月）。本書は後に、『現代中国文学全集』第七巻『巴金篇』（河出書房、東京、一九五四年九月）に
































































































                                                                 
46 河村昌子「巴金『寒夜』論――清末及び民国期の女子教育をめぐって」、『現代中国』第七二号（日本
現代中国学会、東京、一九九八年十月）。 
?
日本における巴金研究 
65 
探求することは、巴金という人間を深く理解し新たな作家像を打ち立てるために
不可欠な作業である。今後の研究においては、巴金個人の思想や文学に限るので
はなく、彼が受容したロシア、フランスなどの欧米諸国の革命思想や現代文学と
比較対照させながら、多角的な考察が進められることが期待される。 
 
 
参考文献： 
『巴金研究資料（上・中・下）』（｢中国現代作家作品研究資料叢書｣、李存光編、
海峡文芸出版社、福州、一九八五年九月）。 
『巴金研究在国外』（張立慧、李今編、湖南文芸出版社、長沙、一九八六年十月）。 
『巴金研究文献題録（一九二二―二〇〇九）』（李存光編、復旦大学出版社、上海、
二〇一〇年十月）。 
『中国文学研究文献要覧 近現代文学 一九七八―二〇〇八』（藤井省三監修、日
外アソシエーツ、東京、二〇一〇年五月）。 
